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足的なデータとして用いる。浩二が中学校に入学した 2007 年 4 月から中学校を卒業する
2010 年 3 月まで，筆者を含む 4 名の支援者が浩二への支援に関わった。4 名の支援者とは，
浩二が在籍する中学校の日本語教室担当教諭の中本，日本語教育を専攻する大学院生
（2007 年当時）の太田，伊藤（仮名），田邉である。各支援者は，浩二への個別支援を行っ
た後，他の支援者全員に対して実践内容をメールで報告していた。2007 年 5 月から 2010








































































そういうのやっぱりなかったから。今の 3 歳…。 







考えられる。こうした言語環境の変化が影響して，3 歳の時に「しゃべるはやっと 1 歳」と
いうほど，ことばの発達が遅れてしまったと，浩二の母は考えている。 


















浩二が日本語を使う対象は，担任の S 教諭であった。S 教諭は，「話せない」浩二の言語発













3．3．小学校 3，4 年―担任の交替による浩二の変化 
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母： 1 週間に 1 回かな。 


















































































































姉： 3 年生，4 年生のときに，すごく落ち込んで。もう学校行きたくないっていうふう
















まり通級をしなくなっていた。6 年時，浩二の在籍する小学校の「きこえの教室」に W 教
諭が異動したことに伴い，W 教諭がボランティアで，放課後週 1 回，浩二に個別指導を
行った。W 教諭は浩二の母の依頼により算数を指導したが，指導の時間が短いため，学習


























指導の目標に置いている。（2007 年 5 月 10 日，中本） 





















る。（2007 年 6 月 12 日，中本）このエピソードは，他の支援者にも影響を与えた。太田は
「私はついつい，順を追って文を書く練習を…，とか構成を…と考えてしまっていましたが，
それ以前に，感情や感覚と文字を結びつけることを大切にしていかなければ，とはっとしま
した。」（2007 年 6 月 12 日）と，自分の教育観を反省し，翌週，遠足の体験をことばにす
る作文指導を試みる。その結果，体験したことを伝えるためによりよい表現や漢字を質問す






































































































1 年の 11 月からは，学外支援者のみによる放課後支援を行うことになった。 











（1）中学 1 年 9 月下旬～10 月下旬…太田：オーストラリアで日本語を学ぶ高校生に手紙
を書く。 
（2）11 月下旬～12 月上旬…太田：理科の実験学習。体験による理解とことばを結ぶ。 
（3）12 月中旬…田邉：中学入試の国語読解文章を読む。 
（4）12 月上旬，2 月上旬…太田：他校で日本語を学ぶ生徒および伊藤と手紙を交換する。 






















放課後支援は，学校内で個別指導をする許可が下りなくなったために，中学 2 年の 4 月
































































































































中学 1 年後半以降，支援者と浩二の間には信頼関係が確立していた。また，中学 1 年前
半に行った試行錯誤を通して，浩二の多面的なことばの力に対する支援者の理解が深まって












































生田裕子（2007）．「ブラジル人中学生の L1 と L2 の作文に見られる問題―ダブルリミ
テッド現象の例から」『母語・継承語・バイリンガル教育（MHB）研究』3，7-26． 
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